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福
島
県
双
葉
郡
広
野
町
は
、
い
わ

き
市
の
北
隣
に
あ
り
、
町
役
場
は
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

（
福
島
第
一
原
発
）か
ら
約
25
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
南
に
位
置
し
て
い
ま
す
。

　

広
野
町
は
、
東
日
本
大
震
災（
震

災
）に
よ
る
津
波
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
し
て
、
地
震
、
津
波
に
引
き

続
い
て
発
生
し
た
福
島
第
一
原
発
の

事
故
が
、
大
き
な
打
撃
を
与
え
ま
し

た
。
震
災
発
災
の
２
日
後
、
平
成
23

年
３
月
13
日
に
、
町
長
か
ら
全
町
民

に
対
し
て
、
町
外
へ
の
避
難
指
示
が

出
さ
れ
、
町
ぐ
る
み
で
避
難
し
ま
し

た
。

春
に
は
公
設
商
業
施
設「
ひ
ろ
の
て

ら
す
」と
広
野
駅
東
口
の
オ
フ
ィ
ス

ビ
ル「
広
野
み
ら
い
オ
フ
ィ
ス
」の
開

所
を
控
え
て
い
て
、
復
興
の
つ
ち
音

が
確
実
に
聞
こ
え
て
き
て
い
ま
す
。

町
長
が
１
年
以
上
継
続
し
て
い
た
避

難
指
示
を
解
除
し
ま
し
た
。
同
年
８

月
の
２
学
期
始
業
式
か
ら
小
・
中
学

校
が
町
内
で
再
開
し
ま
し
た
。
時
が

経
ち
、
既
に
震
災
後
５
年
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
未
だ
町
民
の
半

数
近
く
が
町
外
居
住
し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
も
、
平
成
26
年
10
月
か
ら

双
葉
郡
初
の
災
害
公
営
住
宅「
広
野

原
団
地
」の
入
居
が
始
ま
り
、
平
成

27
年
４
月
か
ら
広
野
町
初
の
高
校

「
ふ
た
ば
未
来
学
園
高
等
学
校
」が
開

校
し
、
災
害
廃
棄
物
等
仮
設
減
容
化

処
理
施
設
が
稼
働
し
ま
し
た
。
今
年

　

そ
の
後
、
同
年
９
月
30
日
に
緊
急

時
避
難
準
備
区
域
が
解
除
さ
れ
、
役

場
機
能
や
町
民
の
帰
還
準
備
が
行
わ

れ
た
結
果
、
翌
年
の
平
成
24
年
３
月

１
日
に
は
、
い
わ
き
市
常
磐
地
区
で

業
務
を
行
っ
て
い
た
役
場
機
能
を
本

来
の
庁
舎
に
戻
し
、同
月
31
日
に
は
、
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震
災
に
よ
る
打
撃

復
旧
、そ
し
て
復
興

　

広
野
町
の
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
、

「
東
北
に
春
を
告
げ
る
ま
ち
」で
す
。

復
興
を
成
し
遂
げ
、
本
当
の
春
を
迎

え
る
ま
で
に
は
長
い
年
月
を
要
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
広
野
町
の
復

興
が
双
葉
郡
さ
ら
に
は
福
島
県
の
復

興
に
つ
な
が
る
と
信
じ
て
、
約
80
人

の
広
野
町
職
員
と
、
清
須
市
を
は
じ

め
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
約
30
人
の
派

遣
職
員
が
、
一
体
と
な
っ
て
懸
命
に

働
い
て
い
ま
す
。

■
問
合
せ　

福
島
県
双
葉
郡
広
野
町

総
務
課
秘
書
広
報
係

☎
０
２
４
０
‐
２
７
‐
２
１
１
１

本
当
の
春
を…

津波被害（双葉広域消防提供・平成２３年３月）

町外の一次避難所（平成２３年４月）

災害公営住宅「広野原団地」（平成２７年８月）

町に戻って初めての
小学校運動会

（平成２５年５月）

東日本大震災から5年、復興へのあゆみ
－東北・関東地方に未曾有の被害をもたらした
　　　東日本大震災の発生から、5年が経とうとしている－

双
葉
郡
広
野
町

福島県

「東北に春を　　
　告げるまち」が
本当の春を迎える日

福島県双葉郡広野町
ひろ   の   まち
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　東日本大震災の発生から、５年が経とうとしています。甚大な被害を受けた人・まちは、今、復興
に向けてその歩みを進めています。
　清須市は、少しでも復興の助けになれるよう人的支援として、福島県双葉郡広野町と宮城県東
松島市へ現在も職員を派遣しています。
　被災から５年が経ち、復興へ向け力強く踏み出している広野町と東松島市の被災から現在に
至るまでの様子をお伝えします。

　

宮
城
県
東
松
島
市
は
、
南
を
太
平

洋
に
面
し
、
特
別
名
勝『
松
島
』の
一

角
を
占
め
、
日
本
三
大
渓
の
ひ
と
つ

『
嵯
峨
渓
』な
ど
の
リ
ア
ス
式
海
岸
の

荒
々
し
く
も
美
し
い
姿
を
楽
し
め

る
、
自
然
豊
か
な
ま
ち
で
す
。
食
の

分
野
で
は
、
皇
室
献
上
海
苔
や
大
ぶ

り
の
牡
蠣
、
魚
介
類
な
ど
豊
富
な
海

産
物
を
い
つ
で
も
堪
能
で
き
る
の
が

自
慢
。
ま
た
、
気
さ
く
な
住
民
が
多

く
、
特
に
旅
行
な
ど
で
遠
く
か
ら
来

た
方
と
話
し
込
む
姿
も
見
受
け
ら
れ

る
よ
う
な
、
地
域
の
人
々
と
ふ
れ
合

え
る
ま
ち
で
も
あ
り
ま
す
。

団
地
の
整
備
、
避
難
道
路
・
避
難
施

設
・
防
災
公
園
の
整
備
な
ど
、
地
域

の
声
を
十
分
に
聴
き
、
で
き
る
限
り

早
い
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
設
住
宅
か
ら
市
営
住
宅

や
各
移
転
団
地
へ
移
る
住
民
が
多
く

な
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
空
洞
化
や

孤
立
な
ど
の
問
題
に
対
し
て
、
地
域

や
市
社
会
福
祉
協
議
会
、
各
種
団
体

な
ど
と
連
携
し
て『
市
民
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
』を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

震
災
の
被
害

　

震
災
か
ら
、
３
月
11
日
で
５
年
を

迎
え
ま
す
。
東
松
島
市
民
は
、
あ
の

震
災
を
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。か
け
が
え
の
な
い
も
の
を
失
い
、

そ
れ
で
も
必
死
に
頑
張
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
、
つ
ら
い
時
・
苦
し
い
時

に
日
本
各
地
・
世
界
各
国
の
方
々
か

ら
受
け
た
温
か
い
支
援
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。

　

清
須
市
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
多
大

な
物
資
や
温
か
い
励
ま
し
な
ど
を
受

け
た
だ
け
で
な
く
、
今
も
清
須
市
職

員
の
方
に
派
遣
職
員
と
し
て
東
松
島

市
で
働
い
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
東
松
島
市
の
復
興
を
見

守
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、ぜ
ひ
東

松
島
市
へ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、

東
松
島
の
魅
力
を
感
じ
て
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

■
問
合
せ　

宮
城
県
東
松
島
市
総
務

部
総
務
課
秘
書
広
報
班

☎
０
２
２
５
‐
８
２
‐
１
１
１
１

温
か
い
支
援
と
復
興

美しい『嵯峨渓』

東松島市で堪能できる牡蠣

新たな町なみが見えてきたあおい地区 野蒜北部丘陵
団地の造成

　

東
松
島
市
は
、
東
日
本
大
震
災
に

よ
り
、
震
度
６
強
の
激
し
い
揺
れ
と

最
大
高
さ
10
・
35
ｍ
の
大
津
波
に

襲
わ
れ
、
死
者
・
行
方
不
明
者
あ
わ

せ
て
１
，
１
３
４
人（
震
災
関
連
死

含
む
。）も
の
人
命
が
失
わ
れ
ま
し

た
。
家
屋
被
害
は
、
全
壊
・
大
規
模

半
壊
・
半
壊
合
わ
せ
て
１
万
１
，０
７

４
戸
と
、
全
世
帯
の
74
％
に
も
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
震
災
前
は
約
４
万

３
，
０
０
０
人
の
住
民
が
い
ま
し
た

が
、
平
成
28
年
１
月
１
日
現
在
で
は

約
４
万
人
に
ま
で
減
少
し
て
い
ま
す
。

現
在
の
取
組
み

　

現
在
、
被
災
者
向
け
の
市
営
住
宅

16
団
地
の
整
備
や
防
災
集
団
移
転
７

さ　

が 

け
い

東松島市

宮城県

あの日を忘れず
ともに未来へ
「東松島一心」

宮城県東松島市
ひがし まつ しま    し


	02
	03

